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Ⅰ． 組織の概要 

 

（１）事業所名及び代表者名 

 西 武 信 用 金 庫 

 理事長 髙橋 一朗 

（２）所在地 

    東京都中野区中野２－２９－１０ 

 （３）環境管理責任者 

    総務部長 仲村 洋一 

（４）連絡先 

    電話 ０３－３３８４－６１１５ 

    ＦＡＸ ０３－３３８４－６１４１ 

（５）事業内容 

    金融業 

（６）事業の規模 （令和５年３月末） 

 出資金     ２３，９１９百万円 

    全職員数     １，１５４人 

    本・支店数       ７６店舗 

内本店本部職員数   ２９７人 

    本店本部床面積  ５，９０６㎡ 

Ⅱ．対象範囲   

（１）認証・登録範囲  本店・本部のみ  

 （２）レポートの対象期間及び発行日  令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
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Ⅲ．環 境 理 念・環 境 経 営 方 針  

 

環 境 理 念 

西武信用金庫は一企業市民として地球温暖化等環境問題に誠実に取組み、私たちを取り巻く地域社会の環境保全を推進します。そして、地域の大切な自然環

境を守りながら、地域経済が持続的に発展するよう、私たちの本来業務を通じて社会に貢献いたします。 

環 境 経 営 方 針 

１．コンプライアンス重視の環境保全活動を行います 

・ 環境問題に関する法令や規則を遵守し、責任ある行動をします。 

２．環境保全活動の組織体制を整備します 

・内部組織体制を整備すると共に、環境目的・目標を定め環境保全活動を組織的に推進し、環境経営の継続的改善に努めます。 

３．環境問題に積極的に取組んでいるお客さまを支援します 

・環境保全に取組んでいるお客さまに対し、当金庫の本来業務を通じて環境をサポートし地球に優しい環境づくりを推進します。 

４．金庫内部で環境保全に取組み、環境への配慮を重視した地域金融機関を目指します 

  ・節電、省資源化、ごみの排出抑制、再資源化など小さな活動を積み重ね、一人ひとりが無駄をなくし環境保全を意識した行動に努めます。 

５．役職員は自ら環境問題を意識して行動します。 

・環境問題の自己啓発を継続的に行い、職場を離れた家庭内においても環境保全を意識した行動に努めます。 

６．地域社会の一員として環境問題に取組み信頼される西武信用金庫を確立します 

・CSR（企業の社会的責任）の柱として環境問題に取組み、本方針、取組み内容について積極的に公表を行い、お客さまの信頼に応えながら地域社会の発展に

努めます。 

                                            令和２年４月 制定 

                                            西武信用金庫 理事長 髙橋 一朗 
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Ⅳ．環境経営目標 （令和４年３月～令和５年３月）※令和５年度も前年と同じ目標とする。 

（１）環境経営目標の設定 

① 電力使用量は対前年使用量を１％削減することを目標としました。 

② ガソリン使用量は前年使用量を１％削減することを目標としました。 

③ コピー用紙の使用量・上下水道使用量は前年使用量を１％削減することを目標としました。 

④ 産業廃棄物については、事務機器類が不要になった時に発生するもので、不定期に処分するため本環境項目からはずすことにしました。 

⑤ 本業を通した環境への取組みとして、環境に関するセミナーの開催、エコ活動に対する自動車ローン、住宅ローンの販売を行うこととしました。 

⑥ 生物多様性の保全に努めるためにパンフレット等にグリーンスタイル用紙の活用をいたします。 

⑦ グリーン購入の項目調査を致します。 

Ⅴ．環境経営計画（令和４年４月～令和５年３月）※令和５年度も前年と同じ環境経営計画とする。 

１． 目標を達成するための取組み 

（１） 事務所における二酸化炭素排出量低減 

① クールビズ・ウォームビズの取組みを行う 

・冷房温度は２８度、暖房温度は２０度を徹底する。 

・エアコン操作盤付近に節電喚起のシールを貼る 

② 使用していない場所の消灯 

・金庫室、応接室、会議室、更衣室、食堂、休憩室、トイレ 

・各部屋の電源スイッチ付近に節電喚起のシールを貼る 

③ ＯＡ機器の節電管理 

    ・マシン、サーバーを省エネモードに設定する。 

    ・未使用機器の主電源はＯＦＦにする 

    ・長時間の離席時は、ディスプレイをＯＦＦにする 

④ エレベーターの適正使用 

    ・上り２階、下り３階の移動は階段で行う 
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⑤ 集約印刷・コピーの励行 

・作成文章を印刷する前にブレビューにて確認し、集約印刷に心がける 

・両面コピーの活用、コピー後のリセットボタンを励行する。 

⑥ 水使用量の削減 

・水使用機器の節水設定を行う（自動水栓・水量制限を施す） 

・節水啓蒙活動の推進（ポスター掲示） 

⑦ 車輌運転における二酸化炭素排出量低減 

・アイドリングストップ、エコドライブ(急発進、急加速、急ブレーキ等の防止) 

・自主点検・整備の実施 

・安全運転の徹底  最高速度の厳守、車間距離の保持 

⑧ 廃棄物の発生抑制と分別 

・使用済み用紙の裏面の利用 

・中野区のゴミ分別基準を遵守する 

・中野区の廃棄物再利用計画書に基づく活動を行う 

（２） 本業での取組み 

① 当金庫業務を通じた取組み 

    ・環境に取組む企業のマッチング会を開催する 

    ・エコアクション２１、ＩＳＯ１４００１認証取得企業に対する貸出金利優遇の実施 

    ・エコ住宅に対する貸出金利優遇の実施 

    ・エコカーに対する貸出金利優遇の実施 

  ② 職員の個人、家庭で出来る温暖化対策の喚起 

    ・エコ検定奨励を行う 

 



 

EA21　実施体制

・環境管理責任者の任命
・環境経営方針の策定
・環境経営資源の準備
・環境経営目標・環境経営計画の決済
・重大緊急事態発生時の指揮
・苦情・予防処置、是正処置決済
・代表者による評価と見直し
・環境経営レポートの決済
・経営における課題とチャンスの明確化

・実施体制の構築
・ＥＡ２１システムの実行及び維持管理
・実施結果の全体統括管理者への報告
・環境保全会議の統括・運営

・外部からの苦情・要望処置策定
・是正処置策定
・環境経営レポートの策定

・その他の特命事項

事務局長　　　総務部担当部長
事務局員　　　総務部
・環境負荷のとりまとめ及び環境への取組チェック
･環境関連法規のとりまとめ及びチェック
・環境教育訓練計画作成及び結果のまとめ
・緊急事態想定まとめ及び結果のまとめ
・苦情・予防処置、是正処置審議及び記録保管
・環境経営レポートの作成
・ＥＡ２１関連文書・記録保管
･その他特命事項のとりまとめ

・環境への負荷及び取組チェック
･環境経営目標・環境経営計画案作成
・環境経営計画の実施
・環境教育・訓練実施
・緊急事態想定訓練実施、記録作成
・問題点の是正措置検討及び実施

　対象範囲外

令和5年4月1日

各（担当）部長

内部監査によるエコアクショ
ン２１の取組、進捗状況の確

認

統括責任者

環境管理責任者

事業支援部・業務企画部

理事長

環境活動担当理事

経営企画部・総務部

ＥＡ２１事務局

・環境行動計画に

総務部長

　商品の作成実施

・職員自ら取組む環境
　活動の推進
・環境教育訓練の実施

営業店　・　関連会社

各（担当）部長

　基づいた活動の実施

総務部
各（担当）部長

・事業支援活動を通じた
　活動の実施
・環境経営を支援する

その他各部

 



 1 

二酸化炭素排出量削減

CO2排出量 (ｋｇ-CO2)

(対基準削減比　%） △ 1 % △ 1 % △ 1 %
電力使用量削減

電力量 (kWh)

(対基準削減比　%） △ 1 % △ 1 % △ 1 %
燃料使用量削減

ガソリン量 （ℓ）

(対基準削減比　%） △ 1 % △ 1 % △ 1 %
軽油量 （ℓ）

(対基準削減比　%） △ 1 % △ 1 % △ 1 %
灯油 （ℓ）

(対基準削減比　%） △ 1 % △ 1 % △ 1 %
産業廃棄物排出量削減

産廃合計 (kg)

(対基準削減比　%） 0 % △ 1 % △ 1 %
事業系一般廃棄物の削減

一廃合計 (kg)

(対基準削減比　%） △ 1 % △ 1 % △ 1 %
水使用量の削減 3

水 (m3)

(対基準削減比　%） △ 1 % △ 1 % △ 1 %
資源使用量削減

コピー用紙 （A4束換算）

(対基準削減比　%） △ 1 % △ 1 % △ 1 %

中　長　期　環　境　目　標

項目

基準年度

(2021年度実績)

2022年度

(2022/４～
2023/３)

267,300 264,627 261,981 259,361

7,178

525,338

0

2023年度

(2023/4～
2024/3)

2024年度

備考(2024/４～
2025/3)

電力排出係数
0.462kg-CO2/kWh

2022年度目標は削減率
が予想できないため前年
度と同じ数値。

ガソリン排出係数
2.32㎏-CO2/ℓ

0

0 0

7,5797,656

18,622

3,674
前年比

前年比

18,810

530,645

7,251

3,786

94,300 91,49992,42393,357

19,00019,000

前年比前年比

前年比

前年比

541,419

7,398 7,324

536,005

7,811

前年比

前年比

前年比

前年比

前年比

前年比

前年比

前年比

前年比

前年比

前年比 前年比

前年比

3,711

前年比

前年比

前年比

前年比

前年比

前年比

前年比

前年比

7,733

3,748

作成： 2021年4月 1日
改訂： 2023年8月18日



環境管理責任者 作成者

仲 村 洋 一 西 康 行

2022年度環境経営目標・実績・評価　

2021年度実績 2022年度目標 2022年度実績 対目標比率 達成評価

年間 年間 年間 年間 ◎△×

267,300 264,627 243,055

対前年度1％削減

7,398 7,324 6,797

対前年度1％削減

541,419 536,005 491,963

対前年度1％削減

19,000 19,000 100,500
削減率が予想できないため前

年度と同じ数値

94,300 93,357 80,600

対前年度1％削減

3,786 3,748 3,765

2021年度実績 対前年度1％削減

7,811 7,733 7,747

2021年度実績 対前年度1％減少

街づくり活動定期預金 一旦中止 一旦中止 一旦中止

NPO団体への助成

お客様向けセミナー 継続 済 済

エコ住宅ローン 継続 済 済

エコカープラン 継続 済 済

◎

◎

◎

×

◎

△

528.9%
本部内全体の什器入替に伴い不要な什器類の処分を纏めて行ったため大幅に増

加。今後このような予定はないので目標値で収まる計画。

改定令和5年8月18日

・燃料別二酸化炭素排出量　ガソリン2.322kg-CO2/ℓ

・東京電力エナジーパートナー排出係数0.462kg-CO2/kWh

取組項目
評価

コメント

CO2排出量（kg-CO2）
92%

空調機器の室内温度２８度の励行は周知されている。猛暑日の多さも問題であ

るが、換気のし過ぎにも注意したい。

一般廃棄物の削減（kg） 86.3%
ペーパーレス化推進による減少。今期は人員増加と休憩室設置により増加懸念

あるが、什器入替に伴う不要物廃棄がなくなるので目標値で収まる計画。

燃料使用量（ガソリン）（ℓ） 93%
公共交通機関使用と運行経路見直し等により燃料費が削減。ガソリン代が高騰

しているため、更に効率の良い運行をするよう注意したい。

電力使用量（kWｈ） 91.8%
本部内の照明LED化・エアコン入替工事実施により電気使用量の削減ができ

た。

産業廃棄物の削減（kg）

水道使用量の削減（㎥） 100% 人員増加によるトイレの利用増はやむないと思料。節水を心掛ける。

コピー用紙の使用量を削減
（A4束換算） 100%

電子化によるペーパーレス化で使用量低下しているが、更に紙を使用しないよ

う推進したい。△

本業を通した取組み
①エコ定期の販売

本業を通した取組み
②環境に関するセミナー開催

セミナー開催　WEB開催などコロナ対策し継続

本業を通した取組み
③環境関連融資販売

環境配慮した商品の取り揃え継続。

◎

◎
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Ⅶ．環境経営活動の取組み結果の評価及次年度の取組 

 

・当庫の環境への負荷の低減・管理への評価、反省点 

 目標項目に掲げた水道使用量とコピー用紙の使用量については前年比変わらずとなりました。 

 空調設備の入替と LED 照明工事により、CO2 排出量・燃料使用量・電力使用量は削減することができました。 

 ガソリン使用量は前年比削減しましたが、ガソリン代高騰による影響が大きいため、更なる削減を推進します。 

 電子化による紙の削減、各種ペーパーレス化、ワークフローを用いた検印の効率化等を通し、コピー用紙の使用量削減を更に推進したいと思います。 

 水使用量の増加原因は、本店・本部の人員増加によるものです。引き続き各部にて節水の呼びかけを行っています。 

 本業を通したお客様へのセミナーや提供商品（エコ住宅ローン、エコカープラン等）の販売は引き続き行って行きます。 

  

 

 

Ⅷ．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

(1) 適用される主な環境関連法規 

環境法規制等適用一覧表 

法令等の名称              遵守状況の確認 法令等の名称 遵守状況の確認  

廃棄物の処理及び清掃に関する法律  

（廃掃法） 

2023.3.31 

責任者 総務部 結果○ 

消防法 2023.3.31 

責任者 総務部 結果○ 

杉並区廃棄物の処理及び再利用に関する

条例 

2023.3.31 

責任者 総務部 結果○ 

エネルギーの使用の合理化等に関する法律 2023.3.31 

責任者 総務部 結果○ 

中野区廃棄物の処理及び再利用に関する

条例 

2023.3.31 

責任者 総務部 結果○ 

東京都環境基本条例 2023.3.31 

責任者 総務部 結果○ 

家電リサイクル法・資源有効利用促進法 2023.3.31 

責任者 総務部 結果○ 

都民と健康と安全を確保する環境に関する条例 2023.3.31 

責任者 総務部 結果○ 

労働基準法・労働安全衛生法  

 

2023.3.31 

責任者 総務部 結果○ 

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関

する法律 

2023.3.31 

責任者 総務部 結果○ 
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（２） 違反、訴訟等      

関係当局より違反、訴訟等の指摘は、過去 3年間にわたりありませんでした。      

 

             

 

Ⅸ．全体評価と見直しの結果 

 

2008年（平成 20年 4月）より環境理念・環境経営方針を定め活動して来ました。 

2022年度は、CO2排出量の目標に対し前年比 92%（-8％）と減少しました。 

 ガソリン使用量は、公共交通機関使用と運行経路見直し等により燃料費が削減。前年比 93％（-7％）と減少しました。ガソリン代が高騰しているため、 

更に効率の良い運行を注意します。 

電力使用量は、本部内の照明 LED化・エアコン入替工事実施により、前年比 91.8％（-8.2％）と減少しました。 

水道使用量は、前年比 100％の横ばいになりました。本部の人員増加によるトイレ利用増によりますが、更に節水を心がけるようにします。 

コピー用紙の使用量は、前年比 100％の横ばいになりました。本部人員増加していますが、電子化によるペーパーレス化で使用量が低下しています。 

更に紙を使用しないよう推進します。 

今後も同様に役職員の環境認識を強く持ち保全活動に勤めるよう経営を行っていく所存です。 

見直しの結果、環境方針、環境目標、環境活動計画及び実施体制の変更はございません。 

                                                                 以 上 

 


